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世田谷区立平和資料館だより 
令和元年１０月１日発行／生活文化部人権・男女共同参画担当課 平和資料館 

 第８回 企画展「川崎空襲パネル展」実施中 

 

 

 

 

 

平和映画祭実施報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

世田谷区立平和資料館は、川崎市平和館と相互連携を進めていま

す。今回、川崎市平和館の展示パネルをお借りし、企画展「川崎空襲

パネル展」を開催することとなりました。 

世田谷区に隣接する川崎市は、戦時中、工場地帯だったため、アメ

リカ軍の空襲の標的となり、大きな被害を受けました。その空襲の被

害や、戦時中の暮らしなどの写真や解説のパネルを展示しています。 

開催期間 ： 令和元年９月１４日(土)～１１月２４日(日) 

                ※最終日の11月24日（日）は午前１１時まで 

展示場所 ： 平和資料館多目的室 

今年も7/26～27の3日間平和

映画祭を開催し、52名の方にご

参加いただきました。参加された

皆様から貴重なご感想をいただ

きましたのでご紹介いたします。 

 

 

夏休み調べ学習と配布資料について 
配布した資料 

学童集団疎開資料（世田谷区近現代史より） 

世田谷区戦災区域（世田谷区近現代史より） 

世田谷区の軍事施設(世田谷物語より) 

「なぜ池尻は軍隊の町だったの？」解説 

大正末期の世田谷地域軍事施設所在地 

世田谷の主な軍事施設跡地図 

世田谷区の空襲被害地図 

例年夏休みになると自由研究

のために、多くの児童・生徒さん

が当館を訪れるため、今年は、自

由にお持ちいただける資料を数

多く用意しました。 

グループで調べに来る中学生

や、家族と一緒に来る小学生など

今年もたくさんの児童・生徒さん

がご来館されました。 
 

 

 

26日（金）記録映画「太平洋戦争 沖縄 そして敗戦」のご感想、ご意見 

○太平洋戦争の概略が初めて理解できました。 

○(沖縄の)国民の被害は、本土の比ではなかったのが理解できました。 

○とても有意義でした。 ○もっと(映画祭のことを)ＰＲしてほしいです。 

 

27日（土）児童向けアニメ「かんからさんしん」のご感想、ご意見 

○「かんからさんしん」はおもしろかったです。 

○アニメ映画を通して、平和・戦争のことを子どもに知ってほしいです。 

○ちょっと怖かったけど、ためになると思いました。 

28日（日）映画「あ  ゝ ひめゆりの塔」のご感想、ご意見 

○戦争の悲惨さを表す映画だと思います。 ○昨今の平和ボケを懸念します。 

○平和の大切さを忘れてはいけないと思いました。 

○(映画祭を)これからも続けてほしいです。 1日目の映画祭会場 

 

企画展会場 

 



 

 

 

 

 

 

 

           

 
               

  

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 開館時間  午前９時 ～ 午後５時  （入館は午後４時４５分まで） 

□ 入 館 料  無料 
 

□ 休 館 日  毎週火曜日 （火曜日が祝日の場合は翌水曜日） 

                     ※１０月２２日(火)開館・１０月２３日(水)休館 

年末年始   （１２月２９日～１月３日）） 

□ 所 在 地  〒１５４－０００１  東京都世田谷区池尻１－５－２７ 

世田谷公園内 （野球場となり) 

☎ ０３－３４１４－１５３０    FAX ０３－３４１４－１５３２       

第９回企画展開催について 

テーマ：戦前戦中の映画パンフレット｣  
  

 

（母親が縫った）戦時中の子どもの着物 

新収蔵品紹介９月に下の寄贈品がありました 
《映画『女を修理する男』上映会＆トーク》 

 

語り部ビデオ放映月間 
当館で収録した、戦争・戦災を体験された方の証言映

像を館内で連続放映いたします。 

放映期間：１１月２５日（月）～１月１９日（日） 

場  所：平和資料館多目的室 

＜放映ビデオ＞ 

○代澤国民学校国民学校の疎開生活 

○戦時中の生活・世田谷空襲 

○海に沈んだ民間船 ○ミクロネシアの戦争 

○東京大空襲と船橋の空襲 ○私が体験した長崎の原爆 

○駒沢練兵場とその周辺の思い出 ○特攻隊の兄 

○近衛野砲兵連隊の記憶 ○銀座空襲・麹町での戦災 

○母が語った広島の原爆 ○ぼくの東京が燃えた(新収録) 

○翼なき予科練習生(新収録) 

  

平和資料館が所蔵してい

る戦前・戦中の映画パンフレ

ットを展示します。当時の世

相などを知る資料です。 
- - - - - - - -             

開催期間 

令和２年１月１８日(土) 

 ～３月１５日(日) 

展示会場 

平和資料館多目的室  
昭和16年日比谷映画劇場

｢スミス都へ行く｣ 
ｼﾞｰﾝ･ｱｰｻｰ  ｼﾞｪｲﾑｽ･ｽﾁｭｱｰﾄ   

 

先生方による夏休みボランティア活動 
 

夏休み期間、区内公立小中学校の先生に教員研修の

一つとしてボランティア活動をしていただきました。 

植栽の水やり、資料作成、館内見学など、職員の仕

事も一緒に手伝ってもらいました。参加人数は２８名

でした。当館では今後も学校と連携を進めていきます。 
 

 

展示パネル作りに取り組む先生方 

男女共同参画センターらぷ
らすとのコラボレーション企
画！講師に「コンゴの性暴力と
紛争を考える会」代表の米川正
子さんをお迎えし、上映＆トー
ク会を開催します。性暴力根絶
と平和について考えましょう。 
※らぷらすでは男女共同参

画の拠点として、講座・研修、
相談等に取り組んでいます。 

日時：11月24日(日) 
     午後1時～4時 
場所：平和資料館多目的室 

＜映画のあらすじ＞ 
2018年ノーベル平和賞受

賞のコンゴ婦人科医デニ・
ムクウェゲ医師の4万人以
上の性暴力被害者に対する
命がけの治療を追ったドキ
ュメンタリー。（112分） 

人権・男女共
同参画担当課 


